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2011 年 3月 11日、東日本大震災と福島原発事故は

多くの人々の運命を急変させた。

安全性が疑われるなか復興を急ぐ政府。

放射線被ばくの危険性に対する考え方の違いから

地域の人々の間で生じるわだかまり。

子どもを健康被害から守るため、汚染の少ない土地で

療養させる活動「保養」に参加した母娘は、

デモクラティックスクール〈まっくろくろすけ〉をはじめ

さまざまな出会いを機に、自主避難に踏み切る。
苦難を乗り越え、心豊かに成長していくふたりの物語。
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